
舜

か
若
し
く
は
周
は
新
だ
に
そ
の
地
方
の
形
勢
に
随
っ
て
助

法
を
創
め
陀
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
氏
は
恐
ら
く
第

　
一
の
解
繹
を
暗
に
豫
免
せ
ら
れ
π
の
で
あ
ら
う
。
若
し
そ

う
ご
す
れ
ば
周
人
の
詩
に
特
に
公
田
な
ご
、
歌
っ
て
あ
る

の
が
注
脚
し
難
い
で
な
か
ら
う
か
。
余
輩
は
公
田
の
性
質

及
助
法
ご
八
家
こ
の
關
係
は
今
少
し
別
の
方
面
か
ら
研
究

す
る
必
要
が
な
か
ら
う
か
ご
思
ふ
。

民
は
更
に
進
ん
で
孟
予
に
あ
る
宅
地
分
配
の
事
及
樹
禮
の

士
地
鋼
度
及
山
澤
の
制
度
に
就
て
研
究
せ
ら
れ
控
の
で
あ

る
が
、
周
禮
の
動
き
は
氏
も
一
種
の
理
想
案
こ
し
て
居
ら

る
る
や
う
で
あ
る
か
ら
戯
し
も
深
齢
す
る
必
要
が
な
い
。

只
共
中
公
家
の
二
畝
協
業
世
説
、
後
漢
の
儒
者
の
愛
土
易

居
腰
の
批
判
の
如
き
は
頗
る
興
味
あ
る
研
究
で
め
な
Q

要
之
氏
は
確
實
な
る
根
慷
の
上
に
立
ち
て
咽
歩
く
紛
斜

・
せ
る
、
諸
説
を
朋
確
に
批
判
し
つ
、
自
己
の
説
を
引
張
せ

ら
る
、
態
度
は
敬
服
の
外
な
い
ゆ

第
ご
巻
　
　
紹
介
　
　
圓

ゴ級
し」

紹

介

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
圖
　
　
．
　
書

　
　
　
　
　
も
　
ゑ
　
も
　
や
も

　
　
　
　
囎
近
代
小
誤
・
衆
　
　
　
　
　
　
　
文
融
博
士
　
藤
…
石
作
双
三
着

　
　
東
圃
慰
続
弟
酉
懸
…
し
て
出
販
鉱
ら
れ
・
し
も
り
、
藤
岡
博
士
遺
稿
り
編
論

　
は
本
懸
を
以
て
共
完
底
ぜ
兄
・
し
も
の
廻
り
）
本
書
ほ
既
刊
の
三
巷
ご
岡
O
く

」
憾
士
が
大
學
に
於
け
る
講
義
を
．
學
生
り
筆
記
、
こ
博
士
の
手
控
り
羽
書
ご
ド

　
よ
り
て
編
鰍
∵
し
．
更
ト
藤
非
又
樂
博
士
W
校
園
を
凝
れ
る
も
の
な
り
。

　
　
本
書
総
論
以
ド
を
，
假
魯
草
瓢
の
時
代
、
元
隷
時
代
、
安
永
天
明
時
代
、
女
化

　
文
政
晒
代
の
四
編
こ
し
，
各
．
編
看
れ
写
れ
の
時
代
風
町
．
署
群
り
種
類
、
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
や
　
　
む
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぶ
　
　
ゆ
　
　
ち
　
な
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
も

　
の
傳
記
嵩
を
蝦
滋
・
F
分
ち
記
述
“
り
。
総
論
’
、
江
戸
二
代
の
凪
両
ご
時
程
り
分

　
側
」
F
於
て
は
、
徳
川
時
代
、
・
季
安
朝
時
代
、
・
）
を
比
戦
こ
、
前
者
を
両
武
の
時

　
代
、
後
詰
を
総
崩
り
時
代
、
・
こ
て
平
安
甥
り
趣
瞭
嗜
妊
か
徳
川
時
代
の
大
れ

　
に
墾
ご
蒙
る
径
駈
を
概
養
し
、
或
は
徳
川
空
聾
の
愚
想
到
ド
最
も
勢
力
め
り

　
し
も
り
拭
蚊
臼
年
り
晦
鋸
を
経
矢
狼
塗
し
量
り
・
し
三
叉
り
自
適
鳳
る
武
士
．
道

　
な
り
し
こ
ご
等
を
一
論
し
，
叉
億
川
時
二
叉
化
び
よ
下
に
灘
口
双
す
る
、
こ
に
済
へ

丈
曇
が
多
蚊
の
無
下
隊
り
讃
巻
を
網
手
、
・
、
し
お
る
深
め
李
蟹
朝
の
夫
れ
に
比

　
し
て
作
品
り
高
㍗
に
差
異
あ
り
亨
し
．
或
は
江
戸
時
代
り
罰
簾
が
時
世
を
談

　
す
ろ
こ
ε
を
票
じ
糞
る
六
め
．
事
を
近
古
甲
吉
ト
鰻
托
す
る
風
を
生
じ
娼
め

第
二
號
　
　
　
一
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七
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四
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第
二
巻
　
　
紹
介
　
　
圖

書

に
歴
史
小
早
の
隆
盛
を
見
る
に
至
り
C
並
等
を
論
ず
る
研
博
士
の
識
見
を
窺

ふ
べ
・
し
。
各
紘
醐
に
於
て
は
、
一
π
和
偶
武
ご
昆
布
脱
穀
の
刊
行
、
魚
禺
治
即
見
文
頃
に
’
於
凸
り

る
連
名
草
紙
の
全
盛
、
或
嫉
元
祓
丈
慾
侭
が
英
國
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
文
藝
に
比
較

せ
ら
る
べ
き
こ
ご
、
元
鰍
丈
學
ε
歌
舞
隠
蓑
の
繭
係
，
叉
八
丈
字
屋
本
、
實
録
、

洒
落
本
、
謹
本
、
赤
．
本
、
青
本
、
合
巻
、
人
情
本
等
に
至
ろ
ま
で
諸
種
小
訊
本
の

出
版
を
記
・
し
或
は
共
等
の
梗
概
を
叙
し
、
作
者
に
就
て
も
西
鶴
、
京
経
、
馬
琴
、

一
九
、
三
馬
等
に
は
特
に
章
を
立
て
〉
之
れ
を
就
き
、
其
他
谷
時
代
に
翫
版
ぜ

ら
れ
☆
紳
滋
，
敬
劉
的
著
作
，
軍
書
、
名
所
記
等
を
併
ぜ
叙
し
て
、
此
等
著
作

ぐ
」
其
時
代
の
思
想
界
こ
の
開
鉱
に
瞬
き
及
ば
ず
ミ
こ
ろ
、
著
者
の
周
匝
な
ろ

用
一
意
を
窺
ふ
べ
く
、
マ
【
臆
灰
に
癸
術
…
、
豫
に
論
…
藩
に
例
を
ぐ
」
一
り
で
．
評
論
ず
ろ

ε
こ
ろ
故
博
士
の
…
挿
を
偲
ぶ
べ
く
兼
烈
て
叉
澱
稿
編
者
の
苦
心
を
見
る
べ
き

も
の
な
り
（
束
謹
辞
本
繍
蹉
一
丁
目
大
倉
書
店
叢
行
便
二
、
五
〇
）
〔
西
田
，
〕

　
　
　
も
　
　
ぷ
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
セ
　
　
ぬ
　
　
も
　
も
　
　
や
　
　
ぬ
　
　
や
　
や
　
　
も
　
ゆ
　
　
ゑ
　
し
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
も
　
も
　
　
も

　
　
齢
タ
學
に
現
は
れ
カ
る
我
が
闘
属
思
想
の
鞭
究
　
武
士
丈
學
の
聴
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
瞬
た
右
書
著

餅剛

ｧ
「
磁
鼻
輪
妖
丈
學
の
時
代
」
の
続
鮒
綱
一
ト
・
一
、
イ
、
｝
　
菊
版
轟
ハ
百
四
十
八
喜
（
t
次
で
、
ト
山

芋
ぜ
ら
る
べ
き
「
李
民
工
久
墨
一
の
樋
代
」
ざ
縮
謬
俣
っ
て
魯
兀
成
マ
。
へ
こ
ご
い
ふ
。
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ぷ
　
め
　
も
　
ヤ
　
ゑ
　
へ

書
は
之
を
三
編
に
分
ち
、
第
一
編
「
武
士
丈
學
の
三
期
」
ほ
承
久
頃
よ
り
興
幽

直
話
頃
ま
で
の
約
胃
五
＋
年
間
な
り
書
し
、
第
一
章
「
丈
化
の
大
勢
」
“
於
て

b
μ
、
屈
鼠
族
文
ル
黒
蝿
へ
、
，
民
閲
」
交
化
未
だ
嘉
按
U
蓮
ぜ
ざ
れ
、
ご
・
も
や
撫
貝
族
・
こ
平
民
こ
の

（
世
界
は
読
方
よ
り
多
．
軽
罪
接
近
C
旗
り
が
、
此
時
代
の
癌
化
の
中
心
に
却
て

第
二
號

一
五
八
パ
三
四
四
）

講
院
及
僧
徒
に
あ
り
饗
し
、
第
二
章
「
丈
學
の
概
槻
、
上
し
擬
古
丈
學
）
に
於
て

に
、
瀦
歌
、
連
歌
擬
古
物
語
を
概
難
し
、
鴬
時
の
貴
族
丈
學
は
彼
等
の
實
生
活

の
表
現
に
寓
す
6
て
、
輩
純
な
る
擬
古
適
任
な
り
、
然
れ
ご
毛
起
末
期
の
和

歌
に
あ
り
て
は
、
却
っ
て
實
生
梅
の
桝
ぴ
あ
る
を
注
濾
し
，
ユ
策
三
章
「
丈
畢

の
概
擁
、
下
」
野
戦
瓢
仁
義
）
に
於
て
に
此
時
代
の
噺
・
し
き
立
學
な
る
戦
託
も
の

に
就
て
論
ご
，
戦
記
女
偏
に
㏄
政
治
的
。
甦
徳
的
意
義
あ
り
ミ
し
，
其
作
者
は

多
く
褥
徒
に
し
て
，
典
女
章
は
非
窩
實
的
に
、
且
つ
傍
注
的
の
態
度
な
り
書
し

宴
曲
及
詞
曲
に
言
及
し
、
第
四
章
「
政
治
恩
想
の
獲
蓮
ご
樂
競
雀
義
」
に
於
て
、

世
の
治
吼
ば
爲
致
者
の
徳
不
徳
に
職
比
す
る
も
の
ミ
ぜ
し
常
時
に
あ
の
て
拭

芸
園
主
義
の
色
彩
を
認
む
る
能
い
μ
す
ご
し
、
鑑
五
章
に
於
て
「
道
徳
思
想
し
万

颪
に
あ
り
て
は
、
文
學
に
封
こ
て
も
讃
徳
眼
を
以
て
観
ん
ビ
す
る
傾
向
あ
り

ミ
な
し
、
武
士
を
支
配
す
ろ
根
本
問
題
ば
情
に
し
て
，
儒
…
敏
及
心
葉
黒
想
は
輩

に
丈
誌
上
の
糟
識
に
遇
ぎ
す
、
實
生
活
に
影
響
す
る
事
少
き
も
，
む
か
も
沸

敏
的
無
常
観
の
欝
臨
人
’
5
の
一
隅
に
存
在
ぜ
・
し
事
は
、
閃
襲
的
思
想
ミ
し
て

・
ま
六
己
む
を
得
ざ
る
べ
・
し
ミ
親
仁
・
、
動
揺
…
趣
昏
ま
り
な
斗
・
時
…
代
の
常
ミ
・
し
イ
、
「
超

人
間
の
力
ご
殺
伐
の
魚
し
ハ
第
六
章
）
あ
り
む
外
に
「
古
典
趣
、
味
し
（
器
皿
章
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
の

あ
り
し
霧
は
蜷
面
す
べ
か
ら
す
ε
て
、
灘
宗
に
庇
う
て
選
入
包
ら
れ
し
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゐ
　
お
ヘ
　
へ
　
も

來
の
支
那
趣
味
」
を
併
出
叙
す
∩
第
二
編
「
武
士
丈
學
の
中
期
」
ほ
虚
血
蜜
よ
り

観
血
頃
に
歪
ろ
夕
星
三
四
＋
年
間
ζ
し
、
第
一
章
「
丈
化
の
大
勢
」
に
俵
一
種

の
武
家
貴
族
嚢
生
の
新
現
象
を
説
き
、
武
家
が
公
衆
に
代
り
て
立
化
の
中
心


